
桜
の
季
節
も
過
ぎ
新
緑

の
過
ご
し
や
す
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
が
氏
子
の
皆

様
方
に
は
ご
健
勝
の
こ
と

と
推
察
致
し
ま
す
。

平
素
は
早
瀧
比
咩
神
社

の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
お
宮
も
新
年
度
を

迎
え
こ
の
度
新
体
制
に
て

運
営
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
前
役
員
の
皆
様
方

に
は
大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
。氏

子
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
前
役
員
と
同
様
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

以
下
の
役
員
に
て
本
年

度
行
事
運
営
を
行
い
ま
す
。

総
代
長

葛
原
幸
芳

責
任
総
代
炭
釜
進

同

大
賀
均

会
計

大
倉
満
雄

監
事

三
宅
謙
市

同

平
松
孝
義

総
代

西
原
幹
夫
（
川
端
）

同

大
倉
満
雄
（
奥
）

同

炭
釜
進
（
石
ノ
脇
）

総
代
大
賀
均
（
蓮
岡
）

同

三
輪
一
郎
（
三
堀
）

同

三
輪
一
詔
（
中
・
御所）

当
番
三
宅
謙
市
（
川
端
）

同

武
下
信
夫
（
奥
）

同

大
賀
敏
（
石
ノ
脇
）

同

西
紋
修
平
（
蓮
岡
）

同

依
田
修
一
（
井
指
・

三
堀
）

同

佐
藤
和
孝
（
中
・

御

所
）

伝
統
の
儀
式
に
則

り
以
下
の
予
定
に
て
各
行

事
を
執
り
行
い
ま
す
の
で

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
参

拝
を
ご
案
内
致
し
ま
す
。

四
月
一
日
午
前
五

時
半
よ
り
月
次
祭
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
宮
司
・
総

代
に
て
祭
壇
に
お
供
物
を

し
、
神
に
感
謝
を
捧
げ
、

地
内
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。

遠
く
大
宝
元
年
三

月
（
約
千
三
百
十
八
年
前
）

に
紀
州
熊
野
十
二
社
の
一

社
を
勧
請
さ
れ
た
と
い
わ

れ
現
在
の
本
殿
は
元
禄
十

四
年
七
月
（
三
一
七
年
前
）

に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

特
に
十
月
の
秋
祭
り
に

は
神
輿
と
だ
ん
じ
り
の
巡

行
が
あ
り
、
無
形
文
化
財

的
な
「
し
ゃ
ぎ
り
」
を
玉

野
市
内
で
も
唯
一
継
承
し

て
い
る
神
社
で
す
。

祭
日
例
祭
五
月
と
十
月

末
社

素
戔
鳴
神
社
（
小
宮
様
）

龍
神
社
（
一
の
滝
）

荒
神
社
（
杔う
つ
ぎ
原
地
区
）

岩
上
様
（
奥
地
区
）

稲
荷
神
社
（
蓮
岡
地
区
）

五
月
五
日
小
宮
様
で
春

祭
り
を
行
い
ま
す
の
で
ご

参
拝
く
だ
さ
い
。
御
祭
神

は
素
戔
嗚
命
（
す
さ
の
う

の
み
こ
と
）
で
す
。

子
ど
も
の
日
で
あ
る
こ

と
か
ら
滝
子
ど
も
会
が
地

区
内
を
子
ど
も
神
輿
の
巡

行
を
行
い
ま
す
。

今
ま
で
お
宮
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
は
散
発
的
に
お

報
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、

季
刊
と
し
て
お
宮
の
動
き

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
版
は
新
役
員
紹
介
と

行
事
予
定
・
報
告
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
特
集
と
し

て
早
瀧
比
咩
神
社
の
説
明

（
滝
壮
年
会
が
二
十
周
年

記
念
事
業
で
再
製
し
た
説

明
板
の
内
容
を
引
用
）
を

載
せ
ま
し
た
。
引
き
続
き

関
係
あ
る
説
明
板
か
ら
連

載
し
て
ゆ
き
ま
す
。

ご
一
読
頂
き
感
想
を
寄

せ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

内
容
の
誤
り
と
か
誤
字
、

脱
字
な
ど
を
発
見
さ
れ
た

場
合
、
遠
慮
な
く
編
集
者

ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

（
編
集
子
）
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新体制がスタート

こ
の
度
新
氏
子
総
代
長
と
し
て
ご
指
名

頂
き
ま
し
た
御
所
組
の
葛
原
幸
芳
で
す
。

退
任
さ
れ
ま
し
た
依
田
清
前
総
代
長
を
は

じ
め
総
代
・
当
番
の
皆
様
方
に
は
懸
案
の

拝
殿
屋
根
改
修
な
ど
で
お
骨
折
り
頂
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
宮
運
営
に
は
引

続
き
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

本
年
２
月
に
新
総
代
長
を
と
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
区
長
を
４
年
務
め
た
後
２

年
間
は
肩
の
荷
を
降
ろ
し
て
頭
の
ネ
ジ
は

緩
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
で
も
あ
り

お
宮
の
激
務
に
耐
え
ら
れ
そ
う
も
な
く
、

お
断
り
す
る
つ
も
り
で
し
た
。
し
か
し
前

総
代
長
の
お
話
で
は
病
後
で
静
養
の
中
、

後
任
候
補
の
人
達
に
お
願
い
し
た
が
受
け

て
貰
え
な
い
と
悩
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
事
態
を
重
く
受
け
止
め
て
大
役
を
１
期

３
年
間
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

お
宮
に
関
し
て
は
外
野
席
か
ら
眺
め
て

い
て
運
営
す
る
能
力
も
自
信
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
宮
司
さ
ん
や
総
代
さ
ん
の
ご
指
導

を
頂
き
、
由
緒
あ
る
神
社
の
伝
統
を
守
っ

て
行
く
積
り
で
す
。
御
神
輿
も
青
年
団
時

代
の
１
６
歳
か
ら
６
６
歳
ま
で
担
が
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
微
力
な
が
ら
滝
壮
年

会
・
滝
区
会
運
営
に
も
関
わ
ら
せ
て
頂
き
、

子
供
の
頃
よ
く
遊
ん
だ
お
宮
に
は
愛
着
が

あ
り
ま
す
。
問
題
が
起
き
れ
ば
、
役
員
・

氏
子
皆
様
の
お
助
け
を
頂
き
な
が
ら
解
決

に
当
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
支
持
と

ご
協
力
の
程
重
ね
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
総
代
長
ご
挨
拶

お
宮
総
代
と
当
番

あ
と
が
き

行
事
の
予
定

特
集

早
瀧
比
咩
神
社

五
月
五
日

春
祭
り

（
小
宮
様
素
戔

嗚
神
社

子
ど
も
神
輿

巡
行
）

七
月
三
日

龍
王
宮
祭

（
雨
乞
い
祈
祷
）

七
月
二
八
日
輪
く
ぐ
り
祭

（
夏
越
祭
）

十
月
二
十
日
～
二
十
一
日

秋
祭
り
（
五

穀
豊
穣
・
御

神
輿
・
だ
ん

じ
り
巡
行
）

十
一
月
十
日
七
五
三
祭

一
月
一
日

歳
旦
祭

（
元
日
祭
）

一
月
三
日

厄
払
い
祭

毎
月
一
日

月
次
祭

(

つ
き
な
み

祭
）一

般
行
事
と
し
て
八
月

第
一
日
曜
日
に
は
噴
水
池

の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
祭
典
の
準
備
作
業

と
し
て
茅
輪
作
り
と
お
祭

り
と
お
正
月
用
の
〆
縄
作

り
、
歳
旦
祭
に
は
甘
酒
焼

行
事
の
報
告

五
月
行
事


